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１．目的 
本要領は、恵庭市（以下「本市」という。）が、新市街地整備技術支援委託業務を実

施するにあたり、当該業務の履行に最も適した契約の相手方となる候補者（以下、「受
託候補者」という。）を選定するため、公募型プロポーザルの実施に必要な事項を定め
ることを目的とする。 

 
２．業務概要 

（１）業務名 
新市街地整備技術支援委託業務 

（２）業務内容 
  別紙「仕様書」による。 

（３）履行期間（予定） 
契約締結の翌日から令和 9 年 3 月 30 日 

（４）予定価格 
15,180,000 円（消費税及び地方消費税の額を含む） 
 

３．受託者選定方法 
 公募型プロポーザル方式 
 

４．参加資格要件 
本プロポーザル方式に参加できる者又は受託者となることができる者は、以下の要

件をすべて満たす者とする。 
（１）仕様書中の「４.資格要件」、「５.配置技術者」に記載の要件を満たすこと。 
（２）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）167 条の４第 1 項及び第 2 項の規

定に該当する者でないこと。 
（３）経営状態が不健全であると認められる者でないこと。但し、下記に掲げるものは

除く。 
①会社更生法(平成 14 年法律第 154 号）の規定により更生手続開始の申立てを

した者及び更生手続開始の申立てをなされた者にあっては裁判所の更生計画
の認可の決定を受けた後「競争入札参加資格再審査申請」を提出し受理された
者 

②民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）の規定により再生手続開始の申立て
をした者及び再生手続開始の申立てをなされた者にあっては裁判所の再生計
画の認可の決定を受けた後「競争入札参加資格再審査申請」を提出し受理され
た者。 

（４）恵庭市暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号に規定する暴
力団員、又は同条第４号に規定する暴力団関係事業者ではないこと。 

（５）恵庭市競争入札参加資格者指名停止措置要領（平成２１年１月１５日実施）の規
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定による指名停止期間中でないこと。 
（６）市税の滞納が無いこと。 
（７）その他選定、対象業務等の実施に際して適正さが阻害される事項がないこと。 
 

５．本業務実施上の留意事項 
   本プロポーザルにおける企画提案は、受託候補者を選定するにあたり、その取組方法

について提案を求めるものであり、支援業務の具体的な内容や成果品の一部を求める
ものではない。具体的な支援業務については、契約後、企画提案書に記載された具体的
な取組方法を反映しつつ、発注者と協議の上実施するものとする。 

 
６．実施方法 

本プロポーザルにおける事業者の審査及び選定を行うため、新市街地整備技術支援
委託業務に係るプロポーザル審査委員会設置要綱により、審査委員会を設置する。 
 審査委員会は、プロポーザルへの参加を希望する事業者から提出された企画提案書
及びプレゼンテーション等を審査し、総合的に評価した結果、最も評価の高い参加申込
書を第 1 位の受託候補者とし、第 2 位のものを次点者として選定する。なお、参加者
が１社のみの場合であっても、プレゼンテーションを実施する。 

 
７．実施スケジュール 

 プロポーザルによる受託候補者の選定は、次の日程により実施する。 
 なお、日程については現在の予定であり、状況により変更となる場合がある。 

実施内容 実施期間又は期日 
公募開始 令和 8 年 8 月 31 日（月） 
質問書提出期限 令和 8 年 9 月 2 日（水）15 時まで 
質問の回答 令和 8 年 9 月 4 日（金） 
参加申込書提出期限 令和 8 年 9 月 8 日（火）17 時必着 
参加資格の確認結果通知 令和 8 年 9 月 10 日（木） 
企画提案書等提出開始 令和 8 年 9 月 11 日（金） 
企画提案書の提出期限 令和 8 年 9 月 25 日（金）17 時必着 
プレゼンテーション 令和 8 年 10 月 1 日（木） 
審査結果通知 令和 8 年 10 月上旬 
契約締結 令和 8 年 10 月中旬 
業務期間 契約締結の翌日〜令和 9 年 3 月 30 日（火） 
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８．関係資料の交付 
（１）交付資料等 

 交付資料は以下のとおりとする。なお、現地説明会は実施しない。 
① 公募型プロポーザル実施要領および様式 1〜8 
② 仕様書 

（２）交付方法 
恵庭市ホームページに各ファイルを掲載することとし、窓口配布は行わない。 
 

９．質問の受付及び回答 
（１）質問書の受付及び回答 

 本プロポーザルに関する質疑がある場合は、次のとおり質問書（様式５）を
提出すること。なお、質問書への押印は不要とする。 

①提出期限 
令和 8 年 9 月 2 日（水）15 時まで 

②提出方法 
電子メールにて以下のメールアドレスに送付 
（事務局：farmseibi@city.eniwa.hokkaido.jp） 

③回答方法 
質問及び回答は取りまとめ、市ホームページに掲載 
（掲載予定日：令和 8 年 9 月 4 日（金）） 

 
１０．参加申込み 

    本プロポーザルへの参加を希望する事業者は、次のとおり参加申込書等の必要書
類を提出すること。 

（１）提出書類 
①公募型プロポーザル参加申込書（様式１） 
②会社概要及び実績報告書（様式２） 
③配置技術者の資格・実績等調書（様式３〜４） 

（２）提出部数 
各 1 部 

（３）提出方法 
持参又は郵送等とし、郵送等の場合は提出期限必着とする。 

（４）提出期限 
令和 8 年 9 月 8 日（火）17 時必着 

（５）提出先 
   事務局（詳細は「１８．事務局」を参照） 
（６）参加資格の審査 

提出された各書類において参加資格の確認を行い、その結果を次のとおり通

mailto:farmseibi@city.eniwa.hokkaido.jp
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知する。ただし、参加資格の確認通知日以降において参加資格の要件に該当
しなくなった場合は、参加資格を失うものとする。 

①通知予定日 
令和 8 年 9 月 10 日（木） 

②通知方法 
電子メール 

 
１１．企画提案書の作成 

（１）提出書類 
①企画提案書（様式６） 

・企画提案書は、別紙「仕様書」に示す項目および様式６の内容に沿って作成
すること。 

・用紙は A4 を基本とし、項目ごとに 1 ページ以内とすること。 
・図や表等の使用は差し支えないが、文字の大きさ等見やすさに留意すること。 

・参加者が特定できる記述（企業名・個人名等）は使用不可。 
② 参考見積書（様式７）、見積内訳書（任意様式） 

（２）提出部数 
10 部（正本 1 部、副本 9 部） 
※審査の公正を期すため、副本には参加者名（会社名）を記載しないこと。 

（３）提出方法 
持参または郵送等とし、郵送等の場合は提出期限必着とする。 

（４）提出期限 
令和 8 年 9 月 25 日（木）17 時必着 
※期限までに提出が無い場合は辞退とみなす。 

（５）提出先 
事務局（詳細は「１８．事務局」を参照） 

（６）提出書類の取り扱いについて 
①提出後において、提出書類等の追加、変更、差替え、再提出及び撤回は認めな

い。 
②提出された企画提案書等の書類は、審査終了後も返却しない。 

提出された書類は、恵庭市情報公開条例（平成６年条例第１８号）の規定によ
る、開示請求の対象となることがある。 

 
１２．プレゼンテーションについて 

（１）実施日 
令和 8 年 10 月 1 日（木） 
※時間、会場については、事前に通知する。 
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（２）実施時間 
1 事業者につき概ね 20 分以内 
（プレゼンテーション 10 分以内、質疑応答概ね 10 分以内）とする。 

   
（３）その他 

①プレゼンテーションは非公開とする。 
②プレゼンテーションは、提出した企画提案書に沿ってわかりやすく簡潔に行

うこととする。説明のスタイルは自由とする。 
③追加提案の説明は認めない。 
④パワーポイント等を利用しての説明は認めるが、パソコン等は持参すること
（プロジェクター及びスクリーンは本市で用意する。）。 
⑤ 会場に入室できる者は 1 事業者 4 名以内とし、主任技術者は必ず出席するこ

と。 
⑥ 審査の公正を期すため、プレゼンテーション出席の際は、名札等、事業者名

が分かるものは着用しないこと。 
⑦ 受託候補者の選定後、次の各号に掲げる事項を恵庭市ホームページにより公

表するものとする。 
（ア） 業務名称 
（イ） 受託候補者の名称及び評価点 
（ウ） 受託候補者以外の者（名称は匿名とする。）の評価点 

 
１３．選定方法   
 （１）審査項目及び配点については別表のとおりとする。 

（２）評価基準書に基づき、提案書、プレゼンテーション等の審査により選定を行う。
審査の結果、評価点の合計が最も高い者を優先交渉権者とし、随意契約の交渉を
行う。 ただし、その者と合意に至らない場合は、評価点の高い順に交渉を行う。  

（３）評価点の合計が同点の場合は、見積金額が最も低い提案を 最優秀提案とする。  
（４）評価点の合計が 60 点未満の場合は、交渉権者として選定しない。   
（５）参加者が１者であっても、評価点の合計が 60 点以上であれば随意契約の交渉を

行う。   
（６）次の事項のいずれかに該当する提案者は失格とする。   

①提出期限を過ぎて提案書を提出した者  
②提案書に虚偽の内容が記載されている者     
③プレゼンテーション（ヒアリング）に参加しなかった者     
➃審査の公平性を害する行為があったと選定委員会が認めた者    
⑤見積書の金額が見積限度額を超えている者   
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１４．契約の締結について 
    当該受託候補者は、市と協議の上、発注業務仕様書を作成し、提案書により提示さ

れた見積価格の範囲内で見積書を提出する。市は、見積価格の範囲内であることを確
認後、随意契約の方法により契約を締結するものとする。 

 
１５．失格事項 

  参加者が、次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 
（１）前記「４．参加資格要件」を満たさなくなった場合 
（２）提出書類に虚偽の記載があった場合 
（３）審査の公平性を害する行為があった場合 
（４）参考見積額（税込）が「２．業務概要」中、「（４）予定価格」を超えている場合 

 
１６．企画提案書公募によるプロポーザルの中止等 

やむを得ない理由等により、プロポーザルを実施することができないと認めると
きは、中止又は取り消すことがある。この場合において、プロポーザルに要した費用
を市に請求することはできない。 

 
１７．参加者の辞退 

参加申込書提出後及び企画提案書の提出後、都合によりプロポーザルを辞退する
場合は、速やかに事務局まで連絡の上、辞退届（様式８）を提出すること。なお、既
に提出された書類等は返却しない。 

 
１８．その他留意事項 

（１）本プロポーザルの参加に要する全ての経費は、事業者の負担とする。 
（２）各提出資料は、提出後の差し替え及び再提出は認めない。 
（３）電子メール等の通信事故は、市はいかなる責任も負わない。 
（４）提出された申請書等については、事業者の同意を得ずして第三者に開示し、又は

本事業の目的以外に使用しない。ただし、次のいずれかに該当する場合を除く。  
・事業者が提出した申請書等について、市が必要と認める場合  
・恵庭市情報公開条例（平成６年条例第１８号）の規定が適用される場合 

 
１９．事務局（問合せ及び書類提出先） 

〒061-1498 北海道恵庭市京町 1 番地 
恵庭市 企画振興部 新ファーム本拠地整備室  担当：廣瀬(ひろせ)、今野(こんの) 
電話番号 0123-33-3131（内線 3607）  FAX 番号 0123-33-3137 
電子メール farmseibi@city.eniwa.hokkaido.jp  

 
 

mailto:farmseibi@city.eniwa.hokkaido.jp
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（別表） 
新市 街地整備技術 支援委託 業務に係る公 募型プロ ポーザル方式 審査項目 及び配点 

  

評価の観点・基準 配点

事業者実績
道路及び橋梁に関する計画、設計又は技術支援業務の実績を有して
いるか。

5

配置技術者
配置技術者について、仕様書に定める資格と同等以上の専門性を有
する資格を保有しているか。

5

10

業務目的及び課題の理解
本業務の目的及び業務範囲を的確に理解し、仕様書の内容を踏ま
え、本業務において想定される課題や留意事項が具体的かつ適切に
整理されているか。

10

業務遂行方針および積極性
発注者からの依頼等に対する業務の進め方が具体的に示されている
とともに、技術的提案等を行うための積極的かつ実効性のある取組
みが示されているか。

15

実施体制
道路、橋梁、都市計画、建築等の各分野について適切な技術者が配
置され、役割分担が明確であるか。

10

35

橋梁・構造物に関する技術支
援

橋梁、擁壁及びカルバート等の構造物と周辺施設との取合いについ
て、比較検討及び課題整理並びに技術的支援の手法は適切である
か。

15

道路・交通動線に関する技術
支援

道路線形、車両・歩行者動線、道路構造、周辺施設との取合い及び
交通安全上の課題について、比較検討及び課題整理並びに技術的支
援の手法は適切であるか。

15

都市側施設とファーム関連建
築施設の計画調整

都市側施設とファーム関連建築施設について、相互に影響すると想
定される条件を的確に把握・課題整理し、実現性のある調整案を作
成する手法が適切であるか。

15

45

コスト 見積金額（定量的評価点） 10×(見積限度額÷提案価格)（※） 10

100

小計

総合点

業務実績

小計（定量的評価点）

小計

評価項目

提案
（実施方針）

提案
（企画設計）


